
□　景観形成基準（修景基準）チェックシート【重点地区用　松坂城跡周辺地区】
　　「基本基準チェックシート」に追加して本チェックシートを提出してください。

【建築物・工作物等に関する事項】
	項目
	景観形成基準（修景基準）
	主に配慮した内容
	適否

	建築物・工作物
	形態・意匠
	屋　根
	□建築物の屋根は入母屋あるいは切妻とし、勾配は4/10～5/10の日本瓦葺きとする。

（色彩は景観形成基準別冊６頁の色彩基準欄に記載の表に定めるとおりとする。）
	
	

	
	
	軒・庇
	□軒・庇は、適度な軒の出（60cm以上）を有すること。

（色彩は景観形成基準別冊６頁の色彩基準欄に記載の表に定めるとおりとする。）
	
	

	
	
	外　壁
	□道路に面する外壁は、下見板張りや板張りとする。ただし、法令で定めのある場合で、これらと同等の質感のある素材及び色彩を使用した場合はこの限りでない。
	
	

	
	
	開口部

・

建具
	□道路から見ることのできる建具は、木製とする。ただし、木目調にするなど、歴史的まちなみと調和したものとする場合はこの限りでない。
	
	

	
	
	付　属

建築物

・

付属設備
	□付属設備で、道路から見えるものについては、木製格子等で覆うあるいは伝統的な素材とするなど、周辺の歴史的まちなみとの調和を図る。
	
	

	
	
	その他の

工作物
	□道路に面した門や敷地境界に設ける塀等は、板塀あるいは土塀等とし、塀を設ける場合は、頭部は日本瓦葺きとするなど、歴史的まちなみとの調和を図る。
	
	

	
	緑　化
	□道路に面して敷地境界沿いに生垣（槇垣等）を連続して植栽し、歴史的まちなみが連続するよう配慮する。

□植栽する生垣（槇垣等）の長さは2ｍ以上、樹高は概ね1ｍ以上とし、歴史的まちなみとの調和を図る。
	
	

	
	色　彩

（屋根色）
	□屋根及び軒・庇は、灰色もしくはそれに類する色（色相5YR～5Y、明度6以下、彩度1以下と同等の色）の日本瓦葺きとする。
	
	



